
1 法人の概要

〒 -

（ ） -

常　勤 非常勤 市ＯＢ 市現職 その他

①

②

③

④

2 情報公開の状況

ある ）

作成中・作成計画あり （公開予定時期 平成 年 月 ） 作成予定なし

事業内容 財務状況 役員氏名 その他（ ）

3 職員構成

増 0 減 1 歳

法人独自の給与体系 市の給与体系を準用 その他（ ）

平成30年度　盛岡市出資等法人　経営状況調査表
（平成30年4月1日現在）

法 人 名 盛岡まちづくり株式会社 所 管 課 経済企画課

所 在 地 020 8507 盛岡市清水町14番12号　盛岡商工会議所内

電 話 番 号 019 605 8886 設立年月日 平成13年5月24日

商店街の賑わいづくりや集客力向上のためのイベントの企画立案等

通行量調査事業

中心市街地創業支援事業

法人のホームページの有無

（アドレス　http://moriokamachidukuri.blog116.fc2.com/

代 表 者 齋藤　雅博

設 立 目 的

中心市街地活性化つながるまちづくりプランを踏まえながら，当市中心市街地の活性化やまちづくりの
推進に寄与する事業の推進に努めることを目的とする。

主 要 事 業

ハード事業推進に係る各種プラニングの実施（補助事業を活用した調査等）

（単位：人）

常勤 非常勤 合計
うち市ＯＢ うち市派遣

法人ホームページでの情報の提供内容（作成中の法人においては提供予定内容）

ホームページ以外での情報提供の方法

市内循環バス「でんでん虫」号の車内吊広告

8

監査役 0 0 0 2 2役員

取締役 0 0 0 8

計 0 0 0

0
臨時職員 0 ― ―

10 10

職員

管理職
正職員 0 0 0

0

1
臨時職員 1 ― ―

一般職
正職員 0 0 0

0

前年度と比較して職員数の増減 常勤職員の平均年齢 64

常 勤職 員の 給与 体系

1
臨時職員 1 ― ―

計
正職員 0 0 0

0

職員により異なる
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4 財政状況等

千円 千円 ％

① （出資等割合 ％）

② （出資等割合 ％）

③ （出資等割合 ％）

④ （出資等割合 ％）

⑤ （出資等割合 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

① 千円）

② 千円）

③ 千円）

① 千円）

② 千円）

① 千円）

② 千円）

① 千円）

② 千円）

③ 千円）

（貸付金がある場合記入）

千円

％

5 指定管理者となっている公の施設（現在，公の施設の指定管理者となっている団体のみ記入）

主な出資等者

50

15

5.2

5

2.5

盛岡市

資 本 金
（ 基 本 財 産） 20,000 本市出資等額 10,000 本市出資等割合 50.0

0 （収入全体の

補 助 金 内 訳

タウンマネージメント機関支援事業 950

4,994 （収入全体の 74.0

指 定 管 理 料 0 （収入全体の

平成30年度における当
市の財的関与の状況

補 助 金 950 （収入全体の 14.1

負担金・交付金 0 （収入全体の

委 託 料

施 設 の 名 称

協同組合日専連盛岡

盛岡大通商店街協同組合

盛岡商工会議所

盛岡市肴町商店街振興組合

貸 付 目 的 利用料金対象施設
（利用料金制を採用している施設
がある場合記入）

指 定 管 理 料 内 訳

委 託 料 内 訳

まちなかマッチング事業

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

利用料金収入（平成30年度予算額）

法人の収入全体の

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

5,000

負 担 金 ・ 交 付 金 内 訳

貸 付 金
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6　法人の経営内容の詳細

(1) 取組目標

平成27年度 平成28年度 平成29年度

※　１　中長期計画等を策定している場合，計画に盛込まれている目標等を記載してください。

　 　２　中長期計画等を策定していない法人で，毎年度の目標等を設定している場合は，その目標等を

　　　　記載してください。

　　 ３　毎年度の目標等を設定していない場合は，法人の活動が具体的に数値として表れるものを記載

　　　　してください。

(2)　経営状況

（単位：千円，％，人）

平成27年度 平成28年度 平成29年度

15,865 14,494 6,078

15,865 14,494 6,078

13,704 14,318 9,931

2,161 175 ▲ 3,853

2,992 1,015 ▲ 1,571

2,992 ▲ 7,154 ▲ 1,571

2,150 ▲ 7,226 ▲ 1,756

97,491 21,609 19,713

88,225 21,609 19,713

9,266 0 0

負債 69,094 438 298

69,094 438 298

28,397 21,171 19,416

20,000 20,000 20,000

8,397 1,171 ▲ 584

うち有利子負債（Ｈ）

うち有利子負債（Ｊ）

うち剰余金(Ｌ)

財産の状況

資産(D)

うち流動資産（E）

うち固定資産

うち流動負債(F)

うち短期借入金(G)

うち固定負債

うち長期借入金(Ⅰ)

指標名

①

②

③

④

単位

計画

計画

実績

実績

区　　　　　分

実績

計画

実績

計画

収支の状況

売上高(A)

売上総利益

販売費・一般管理費(B)

営業利益

経常利益(C)

税引前当期純利益

当期純利益

純資産

うち資本金（Ｋ)
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平成27年度 平成28年度 平成29年度

0 0 0

うち本市ＯＢ 0 0 0

うち本市派遣職員 0 0 0

1 3 2

うち常勤職員数 3 3 2

うち本市ＯＢ 0 0 0

うち本市派遣職員 0 0 0

うち管理職員数 0 0 0

0.0 0.0 0.0

管理職員比率 0.0 0.0 0.0

職員新規採用数 1 1 1

うち常勤職員数 1 1 1

18.8 7.0 ▲ 25.8

86.3 98.7 163.3

127.6 4,933.5 6,615.1

0.0 0.0 0.0

29.1 97.9 98.4

0.0 0.0 0.0

15,865 4,831 3,039

補助金額 950 950 950

① 950 950 950

②

③

負担金・交付金額

①

②

委託金額 7,006 6,998 5,981

① 7,006 6,998 5,981

②

上記のうち再委託額

上記業務の委託契約方法

指定管理料

①

②

③

貸付金額

損失補償額

債務保証額

組織の状況

常勤役員数(Ｍ)

職員総数(Ｎ)

常勤役員比率（Ｍ/総役員数）

経営指標

売上高経常利益率（C/A）

販売費・一般管理費比率（B/A）

流動比率（E/F）

借入金依存度（(G+Ｉ)/D）

有利子負債比率（（Ｈ+Ｊ）/（Ｍ+Ｎ））

自己資本比率（(Ｋ+Ｌ)/D）

職員一人当たり売上高（A/(Ｍ+Ｎ)）

区　　　　　分

平成29年度決算の概要
第17期（平成29年度）当期純損失は1,756,056円（前期比5,470,340円増）を計上した。当期の株主資本合計額は
19,415,035円（内訳：資本金20,000,000円，利益剰余金△584,965円）である。利益剰余金は前期末繰越剰余金
1,171,091円から当期純損失1,756,056円を除いたものである。　また，総資産額19,713,834円に対し，負債総額
298,799円，純資産額19,415,035円，自己資本比率は98.5％である。

本市の財
政的関与
等の状況

タウンマネージメント機関支援事業

まちなかマッチング事業
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７　所管課による財務状況についての点検評価結果

※参考（別紙フローチャートによるチェック）

はい いいえ

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

6 ○

7

8

9

（コメント）
　平成28年度決算において，アーケード・カラー舗道の資産の譲渡による損失が発生している。アー
ケード・カラー舗道の賃貸借契約が平成29年１月末で終了したことに伴い，賃貸料収入が見込まれなく
なったことから，補助金以外の自主財源確保が必要である。

Ｃ Ａ：良好，　Ｂ：概ね良好，　Ｃ：改善を要する，　Ｄ：大いに改善を要する

累積欠損金があるが，対自己資本比率は100％
超である。

累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％～
100％である。

累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％未
満である。

チェック欄
番号 質問

概ね３年以内に単年度黒字可能である。

事業計画どおりの償却前赤字である。

平成29年度決算において減価償却前黒字であ
る。

累積欠損金がある。

平成29年度決算において黒字である。

平成28年度決算において黒字である。
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フローチャートによる判定 ＜別紙＞
（下記の該当する”Yes”，”No”及びＡ～Ｄを○で囲むこと。また，判定の根拠についてもコメント欄に併せて記載すること。）

累積欠損金額が

Ａ：良好
Ｂ：概ね良好
Ｃ：改善を要する
Ｄ：大いに改善を要する

減価償却前
黒字か

事業計画どおりの
償却前赤字か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｃ

平成28年度決算に
おいて黒字か

平成29年度決算に
おいて黒字か

累積欠損金が
あるか

Ａ

平成29年度決算に
おいて黒字か

Ｄ

累積欠損金が
あるか

Ｂ

対　自己資本比率
50％未満

事業計画どおりの
累積欠損か

Ｂ

対　自己資本比率
100％超

(債務超過）

事業計画どおりの
累積欠損か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

Ｃ

対　自己資本比率
50～100％

事業計画どおりの
累積欠損か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｃ

Ｄ

Ｙｅｓ Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

Ｎｏ Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

＜損益計算書からみて＞ 

＜貸借対照表からみて＞ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 


